
 

 

 

平 成 ３ ０ 年 ４ 月 ２ ３ 日 

港 湾 局 産 業 港 湾 課 

第３回日露港湾当局間会合の開催結果 
 

 

１．背景 

平成２８年５月６日にソチで行われた日露首脳会談以降、ロシア極東港湾の高度化

に係るプロジェクトの具体化に向けて、国土交通省港湾局ではロシア連邦運輸省と協

力しつつ取り組んできました。 

その中で、国土交通省とロシア連邦運輸省は、平成２８年８月３１日に「港湾イン

フラ開発の分野における協力に関する覚書」に署名し、この覚書の実現に向け、同年

１２月７日に東京で第１回日露港湾当局間会合を開催、平成２９年４月１４日にモス

クワで第２回日露港湾当局間会合を開催しました。 

 

２．開催日時 

  平成３０年４月１６日（月）１５：３０～１６：４５ 

 

３．開催場所 

  中央合同庁舎２号館１６階 国土交通省国際会議室 

 

４．参加者 

  日 本 側：国土交通省 浅輪大臣官房技術参事官 等 

 

 ロシア側：運輸省 オレルスキー運輸次官 等 

 

５．結果概要 

別紙をご参照下さい。 

    

 

 

＜お問合せ先＞ 

港湾局産業港湾課国際企画室 榊原、石松 

（代表）03-5253-8111（内線 46469、46468） 

（直通）03-5253-8679（FAX）03-5253-1651 

４月１６日に東京にて、国土交通省とロシア連邦運輸省との間で、第３回日露

港湾当局間会合を開催し、ロシア極東港湾の高度化に係るプロジェクトの具体化

に向けた協議を行いました。 



 

 

 

第３回日露港湾当局間会合結果概要 
 

○極東地域における港湾プロジェクトについて、現在の進捗状況や課題等を日露双

方より報告し、議論のポイントを明確にしたうえで、プロジェクトの具体化に向

けた意見交換を実施しました。 

○また、今後極東港湾からの輸出増加が期待される穀物について、日本側より現状、

課題等を共有し、ロシア側からは輸出強化に関する取組や今後の見通しが紹介さ

れました。 

○最後に本会合を通じ、引き続き、港湾分野におけるプロジェクトの具体化に取り

組んで行くことを確認しました。 

○次回の会合はロシア連邦で開催されます。 

 

 

 

 

会合の様子 
右：浅輪技術参事官 

左：オレルスキー運輸次官 

別 紙 


